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Abstract:

Purpose:Toenlightenthenursingpersonnelonoralcaretothedependentelderly,apamphletwasdeveloped

incollaborationwithdentists,nursesanddentalhygienists.Aquestionnairesurveyontheunderstandingofthe

nursingpersonnelandthepamphletutilizingconditionwascarriedout.

Materialsandmethods:Thepamphletwaswritteninplaintermsandwasmainlyconstitutedofphotosand

illustrations,tounderscoretheimportanceandtoexplainhowtopractice七九eoralcareofthedependentelderly.

Thepamphletsweremailedtothenursingpersonnelinchargeof46nursing-carefacilitiesinNiigatacity,

accompaniedwithaquestionnairethataskedaboutthepresentoralcareconditionsoftheresidents,thepamphlet

utilizingconditionsandchangesintheoralconditionsafterthepamphletuse.

Resultsanddiscussion:Answerswereobtainedfrom 27facilities(thecollectratewas58.70/O).Allnursing

personnelansweredthattheycouldunderstand也econtentsandtheyusedthepampblet血rthestafftrainingin

oralcarepracticemethods.

Itwassuggestedthatthispamphletincreasedthestaだrecognitionoforalcareimportanceandhelpedinthe

practiceoforalcareinnursing-carefacilities.
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【目的】要介護高齢者への口腔ケアを定着させる目的で､歯科医師､看護師､歯科衛生士が連携して､介護者の口腔

ケア意識を啓発するためのパンフレットを作成した｡このパンフレットに対する介護者の理解と活用状況をアンケー

トにて評価した｡

【方法】パンフレットは要介護高齢者への口腔ケアの必要性と実践法を啓発する内容とし､平易な用語を用い､写真

やイラストを中心にデザインした｡新潟市内介護施設 (計46施設)の介護担当責任者にパンフレットを配布し､口

腔ケアの現状､パンフレットの活用状況､活用後の変化に関するアンケートを郵送法で送付 ､回収した｡

【結果および考察】回収率は58.7%(27施設)であった｡剛又できた27施設すべてから内容が ｢理解できた｣との回

答が得られ､作成したパンフレットは介護者にとってわかりやすいものであった｡パンフレットはスタッフ教育やケ

ア方法の取得などスタッフ間での活用が多かった｡パンフレット活用後には､スタッフの口腔ケアの認識向上､ケア

方法の確立､ケアを新たに実践などの変化が見られた｡このように､今回のパンフレットは介護者の口腔ケアへの知

識や意識を高めるとともに､介護施設で口腔ケアを実践するきっかけとなったと推察できた｡

I.はじめに

近年,口腔ケアによって口腔衛生状態や岨噂能力の改

善をはかることで誤瞭性肺炎の減少や,ADLの改善に

有効であることが周知されてきた1)2)｡平成 16年,厚

生労働省における施策に介護予防サービスの一つとして

口腔機能の向上を目指 した口腔ケアが取 り上げられた｡

しかし,要介護者の9割が何 らかの歯科治療や口腔ケア

が必要であるにもかかわらず,要介護状態になyjlてから

歯科受診を希望し,実際に受診したのは3割にも満たな

かったとの報告がある3)｡こうした中,要介護高齢者に

対する口腔ケアの定着をはかるためには,医療従事者や

家族を含めた介護者に対する口腔ケアの正しい認識,技

術を提供する必要がある4)5)｡

今回,歯科医師,看蔑師,歯科衛生士が連携し,介護

者の口腔ケア意識を啓発するためのパンフレットを作成

した｡さらに,作成したパンフレットに対する介護者の

理解と活用状況をアンケー トによって評価 したので報告

する｡

Ⅱ.方法

1.パンフレットの作成

パンフレットは 要介護高齢者-の口腔ケアの必要性

と実践法を啓発する内容とし,歯科医師,看護師,歯科

衛生士の3医療職種で構成された口腔ケア研究会のメン

バーで作成 した (図1)｡介護の現場でも活用できるよ

うに,A4サイズの用紙を3つ折 りにして,表面にはQ

&A形式による口腔ケアの必要性 と,義歯の取 り扱い

や口腔ケア用品の紹介を載せた (図2)｡裏面には摂食･

嘆下機能を高めるためのリラクゼーション法や,口腔

ケアの実践法と観察ポイントを載せた (図3)｡ 家族を

含めた介護者が理解できるように平易な用語と内容にし

て,写真やイラス トを中心にデザインした｡

図 1.作成したパンフレット｢家庭でできる口腔ケア｣

2.アンケー ト

新潟市内の介護施設46施設における介護担当責任者

46名を対象にしてアンケー トを行った｡アンケー トの

主な調査項目はパンフレットの理解度,活用状況,パン

フレット配布前後における口腔ケアの内容であった｡

アンケー トは2004年8月20日から2005年 1月12日

の期間に2回実施 した｡いずれもパンフレットとアン

ケー ト用紙を郵送法で送付 し回収 した｡ 1回目のアン

ケー トの目的は,パンフレット配布時の各施設における

口腔ケアの現状を把握することであった｡2回目のアン

ケー トの目的は,パンフレット配布から1カ月後におけ

るパンフレットの理解度,活用状況,口腔ケアの変化な

どを把握することであった｡アンケー トの内容を図4,5

に示す｡

なお,倫理的配慮として本調査への同意が書類によっ

て得られた施設のみを対象とした｡
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入れ歯は､清瀬に保ちましょう
～入れ歯は､はずして磨きましょう～

落とすと壌れやすいので
･水を張った専善を覆いて
･手の上で
･表､嘉を
ていねいに､磨きましょう｡

遇に2-3回は､洗浄剤を
使うことをお勧めします｡

こ自分での蝶理はやめ､
あわない時や.痛い時は
歯科医師に格技しましよ

妻入れ歯を入れて.あごを動かすと董
…衷情や会話が豊かになります｡

195

.ざ慈･Cl-守--7秒?ロ

食事をしない人にも必要?

食事をしなくても,口の

中は温度や湿度が高い

だめ,細菌が増えて白い

苔がつきやすく､口腔ケ

アは必羊です｡

口臭はありませんか?
こけ

口臭は口の中についた苔や歯垢が
原因となります｡ロがきれいになると
おどろくほど口臭は改善されます｡

口腔ケアはなぜ必要?

口の中の汚れ(細菌)
が誤って気遣に入った
時に,肺炎を起こし
やすくなります｡矧=寝
ていることが多い方には,
危険性が高くなります｡

リラクゼ ーションはなぜ王払事 ?

リラクゼーションにより､血液のめぐりをよくし､
筋肉をほぐすことができます｡さらに､食べるた
めの筋力もつけることができます｡

口の中がきれいになると*欲がわき､
鷺故向上にもつながt)ます｡

図2.パンフレット表面

新潟大学医歯学総合病院
〒951-8520新潟市旭町通1番町754番地
TEL(025)227-0835加齢歯科診療室

左右を向いて 株に倒して ゆっくり回して 肩を上下に

図3.パンフレット裏面
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1回目アンケート

1.今までに口腔ケアについて研修を受けたことがありますかこ

□はい. [コいいえ

2.貴施設における口陛ケアのマニュアルはあ りますか｡

□はい, □いいえ

3.費施設では口腔ケアを行っていますかo

□はい, [コいいえ

問い3でigilとお答えになった方は以下の質問にお答えください

4.日常口腔ケアに関わっているのは,主にどのような職種ですかO

□看護師, □介護士, □その他

5.口腔ケアの回数を敢えてください ｡

ロ毎食後, □1日 ( -)回 (｡ 朝 ･□ 畳 ･□ 夜･ ロ 就寝前),□その他 (

6.現在行っている口腔ケアの内容を教えてくださいC

ロ ブラッシング, □ うがい, □ 清拭, ロ リラクゼーション,

□ その他 ( )

7.口腔ケア実施時に使用している用具を教えてください ｡

□歯ブラシ, ロ電動ブラ上 □歯間ブラシ, ロデンタルフロス,

ロスポンジブラシ, 口舌ブラシ, ロガーゼ, □洗口液, □その他

8.費施設で口腔ケア機器を使用していますか0倍開している場合は名前もお書きくださいO

□はい ( ) □いいえ

問い3で巳巳えとお答えになった方は以下の質問にお答えください｡

9.口腔ケアを行わない理由について数えてくださいO

□時間的余裕が無い, □必要を感じない, ロ施設での取 り組みは難しい,

ロ人員不足のためできない, ロ方法がわからない, ロその他

図4.1回日のアンケー トの内容
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2回目アンケー ト

1.日常口腔ケアに関わっているのは主にどのような職種ですかQ

□看護師, □介護士,その他 (

2.口腔ケアの回数を教えてください Q

□毎食後, □1日 ( )回 (□ 朝 ･□ 畳 ･□ 夜･ □ 就寝前上

口その他 ( )

3.現在行っている口腔ケアの内容を教えてください｡

ロブラッシング, □うがい, □清拭, ロリラクゼーションロ , 口その他 (

4.口腔ケア実施時に使用している用具を教えてください｡

□歯ブラシ, □電動ブラシ, □歯間ブラシ, ロデンタルフロス, ロスポンジブラシ,

口舌ブラシ, ロガーゼ, ロ洗口液∴ □その他 ( )

5.口腔ケアを行わない理由について教えてください｡

□時間的余裕が無い, □必要を感じない, □施設での取り組みは難 しい,

□人員不足のためできない, □ 方法がわからない □その他 (

パンフレットについて

6.パンフレットをご覧になりいかかでしたかQ

□十分理解できた, 口理解できた, □あまり理解できない, □理解できない

7.パンフレットの内容で良かったものはありますか｡

口表紙, □ご存知ですか, ロ口腔ケア, 口義歯の取り扱いについて,

ロリラクゼーション, □その他 (

8.パンフレットの内容で理解できなかったものはありますか｡

□表紙, ロご存知ですか, ロ口腔ケア, □義歯の取り扱いについて,

ロリラクゼーション, □その他 (

9.口腔ケアのなかでリラクゼーションが含まれることはご存知でしたかo

□知っており,実施していた, 口内容も知っていたが実施していなかった,

□知っていたが方法がわからなかった, □知らなかった

10.パンフレットを活用していただけましたか｡

□はい, 口いいえ

問い10で虹 とお答えになったかたは以下の質問にお答えくださいa

ll.パンフレットの内容 (口腔ケア)を以前より施行されていましたかC

□はい, □いいえ

12.パンフレットはどのような場面で活用されましたか｡

ロ口腔ケアの方法を習得するため, □家族への口腔ケア指導,

ロスタッフ教育に使用, □その他 (

13.パンフレットのどの部分を活用されましたかO

ロリラクゼーション, ロ口腔ケア前のチェック, ロ口腔ケア時のチェック,

ロ体位, □歯ブラシの使い方, ロスポンジブラシの使い方,

口舌ブラシの使い方, □義歯の取り扱い方. ロ口腔ケアの必要性の説明文

14.パンフレットは口腔ケアを行うにあたって参考になりましたかO

□十分参考になった, □参考になった, ロあまり参考にならなかった,

□参考にならなかった

15.活用されて変化のあった点についてお聞かせください｡

ロスタッフの口腔ケアの動機づけとなり認識が高まった, ロ口腔ケアを実践するようになった,

ロ口腔ケアの方法が確立された, □家族への指導に役立った,

ロスタッフの口腔ケアへの認識が高まった, □その他 (

16.パンフレットについてのご意見 ご感想をお書きください｡

図5.2回目のアンケートの内容

-13-



198 新潟歯学会誌 35(2):2005

Ⅲ.結 果

アンケー トに対 し, 2回とも回答があった回収率は

58.7%だった｡

1.パンフレットの理解度

パンフレットへの理解度は,充分理解できたが 33%,

理解できたが67%とすべての施設で理解できるとの回

答を得た (図6)｡

理解できなかった 0施設 (0%)

あまり理解できなかった 0施設 (0%)

回収率:58.7% (27施設)

図6.パンフレットの理解度

2.パンフレットの活用状況

パ ンフレットを活用 したのは15施設 (55%)で,宿

用場面は ｢スタッフ教育｣8施設,｢ケア方法習得｣が

7施設だった (図7)｡また,活用の多かった部分は ｢ケ

アの必要性｣｢義歯の取 り扱い方法｣｢ケア時のチェック

ポイント｣であった (図8)0

3.パンフレッ ト活用後の変化

パンフレットを活用 した15施設のうち,｢口腔ケアの

認識向上｣が 11施設,｢ケア方法確立｣が 2施設,｢ケ

アを実践するようになった｣が 1施設であった (図9)｡

1回目と2回目のアンケー トから口腔ケア内容の変化

をみると,ケア回数の増加が4施設,ケア方法の変化が

1施設,ケア用品の変化が2施設,ケアマニュアル作成

予定が 1施設あった｡具体的には,1日2回のケアから

毎食後のケアに変わった,経管栄養者に1日1回ケアを

するようになった,うがいだけのケアからブラッシング

と清拭が加わった,スポンジブラシや舌ブラシを新たに

使うようになったとの報告であった｡

- 14 -

無回答

1施設(4%)

図7.パンフレットの活用状況

ケアの必要性
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図8.活用したパンフレット内容
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ケア方法の確立
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家族指導に役立った
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図9.パンフレット活用後の変化
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Ⅳ.考 察

パンフレットに貯して,全ての施設が理解できると回

答した｡これは家族を含めた介護者を想定して.誰でも

理解しやすい用語や内容でパンフレットを作成した効果

を示していると考えられる｡

施設にはパンフレットを郵送しただけで,口頭での説

明を行わなかったにもかかわらず,55%の施設で活用さ

れていたことから,パンフレットの内容は,介護者が日

頃から口腔ケアについて知 りたいことや興味あること,

すなわち学習ニー ドに合っていたものと考えられる｡ま

た,活用が多かったパンフレット内容からは,口腔 ケ

アの必要性 と実行する際の観察ポイントについての知識

辛,義歯を使用する高齢者が多いので義歯についての基

本的知識を求めていることが推測できた｡さらに,パン

フレットはスタッフ間での活用が多かったことから,介

護スタッフは口腔ケアの必要性を感じ,口腔ケアの知識

や技術の習得を求めていることがわかった｡ 角は ｢介

護職員の9割が口腔ケアの指導を受けたいと感 じてい

る｣と報告している6-｡今回の結果からも認知症,開口

に応じない,寝たきりで関節の拘縮が強いなど,さまざ

まな理由で口腔ケアが難 しい高齢者を介護している介護

スタッフの苦悩 している現状が推測できるCこのパンフ

レットはイラス トや写真が豊富な上,コンパクトなため,

手軽に介護の現場でスタッフ教育に活用されたものと思

われる｡

パンフレットを活用した施設の多くが口腔ケアの認識

が向上したと回答したことから,介護者の口腔ケア意識

を啓発できる内容であったと思われる｡ パンフレット配

布後の口腔ケアの変化を見ると,ケアの回数や使用する

ケア用品が増加 した施設が多かった｡口腔ケアの重要性

だけではなく,具体的な方法を分かりやす く説明してあ

るので,実行しやすかったと思われる｡ また,経管栄養

者への口腔ケアが加わった施設もあった｡経口摂取 して

いない場合でも,口腔細菌の増殖を抑えて気道感染症を

予防する口腔ケアの重要性が認識されたと考えられる｡

迫田は ｢介護者の口腔ケア行動に影響する前提要因は

『知識』『ケアのきっかけ』『現在のケア技術』である｡｣

と述べている7)｡このパンフレットが介護者への知識の

提供やケアのきっかけとなり,アンケー トで示された口

腔ケア行動の変化をもたらしたものと推測される｡

Ⅴ.まとめ

1.今回作成したパンフレットは介護者が理解できる内

容で,介護者の口腔ケアに対する意識を高めたことが

明らかとなった｡
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2.介護施設では口腔ケアへの知識や技術の習得に対す

るニーズが高く,このパンフレットは口腔ケアに関する

教育や実践法の習得への活用が期待できると考える｡
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